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研究概要 

【循環器グループ】循環器グループは，先天性心疾患，川崎病・心筋症を中心とする後天性心疾患の臨床，

研究を行っています。先天性心疾患については胎児診断のついた症例や生後に診断された重症心疾患の診

断・治療に当たっており，その手術については，心臓外科の協力のもとに年間平均 70 症例前後行ってい

ます。その際，重症例の診断や手術適応の判断，小児内科的な術前術後管理を担当し，さらに，手術適応

には至らないまでも小児科的管理の必要な多数の症例については外来で経過観察しています。川崎病に関

して，臨床研究面では，川崎病医師主導治験（重症川崎病患児を対象とした免疫グロブリン＋シクロスポ

リン A 併用療法：KAICA trial）に中心的な施設として参画し，新たな治療法開発を研究中です。症例登

録は終了し，結果の解析中ですが良好な成績が得られており間もなく論文に発表される予定です。また，

循環器内科の先生の援助のもと，光干渉断層法(OCT)を積極的に取り入れ，川崎病冠動脈病変を有する患

児の遠隔期の心臓カテーテル検査において，冠動脈病変のより精密な評価を行い，遠隔期の管理や治療法

の開発にも取り組んでいます。基礎研究面では，分子生物学的手法を用いて病因究明(溶連菌由来のスー

パー抗原の関与など)に挑戦中で，さらに，シクロスポリンの治療効果の作用機序解明（炎症性サイトカ

イン関連の細胞内シグナル伝達の解析）にも挑んでいます。 

 

【腎グループ】IgA腎症およびネフローゼ症候群の治療法を確立するための全国多施設による臨床治療研

究（厚生労働省科学研究，小児 IgA腎症治療研究会，小児難治性腎疾患治療研究会）を進め，成果をあげ

ている。IgA腎症，紫斑病性腎炎，ネフローゼ症候群，Alport症候群，多発性嚢胞腎等の分子生物学的・

形態学的手法を用いた病態解析を行っている。 

 

【神経グループ】和歌山県立医科大学小児科が日本小児神経学会専門医研修施設に登録されており，小児

神経疾患全般の治療を担当している。一次救急であるけいれん重積発作から ICU 管理を要する重症疾患ま

で対応している。てんかんなどけいれん性疾患におけて病棟内でのビデオ・脳波記録装置を用いた臨床的

診断を行っている。急性脳炎・脳症の病態生理に関する基礎的研究にも取り組んでいる。（Chemokine 

expression in human astrocytes in response to shiga toxin 2. Int J Inflam. 2012）また摂食障害

や心身症にも対応しており，入院加療を行っているなかで臨床的な研究を行っている（Total parenteral 

nutrition treatment efficacy in adolescent eating disorders. Pediatr Int. 2015） 

 

【小児がん・血液グループ】すべての小児がん，血液疾患を治療しています。小児がんの発生部位は様々

ですが，脳神経外科（脳腫瘍），整形外科（骨軟部腫瘍），小児外科（神経芽腫，腎芽腫，肝芽腫），眼科

（網膜芽腫），皮膚科（血管腫），放射線科（放射線治療）と共に集学的治療を行っています。また，当科

は日本骨髄バンク，臍帯血バンクからの非血縁者間造血細胞移植認定施設であり，小児がん・血液疾患に

対するすべての治療を小児医療センター内で完結することができます。また，若年性特発性関節炎（関節

リウマチ）などの自己免疫疾患，炎症性腸疾患，原発性免疫不全症，自己炎症性疾患についても診療を担

当しています。 

 

【未熟児・新生児グループ】県内唯一の総合周産期母子医療センターとして，新生児専用救急車，ドクタ



ーヘリで県内の新生児救急に 24 時間で対応している。産科・小児外科・心臓血管外科・眼科など各科と

協力しながらあらゆる新生児疾患を対象とし治療している。早産児の頭蓋内出血発症をいかに予防するか

を重要な課題とし，適切な循環管理を目的としたエコーによる血流評価や皮膚ドップラー血流計による研

究を行っている。また慢性肺疾患をいかに軽減するかも重要な課題で，高頻度振動換気，一酸化窒素吸入

療法を取り入れ，肺高血圧症治療薬を併用しながらの早期抜管に取り組んでいる。症例を選択して INSURE 

strategy(Intubation-Surfactant-Extubation)も導入している。 

 

【遺伝グループ】臨床遺伝専門医による先天異常疾患の総合的な診療を行っています。ダウン症候群を中

心とする染色体異常症，遺伝性疾患，原因が不明な奇形症候群など様々な先天異常症を対象としています。

各疾患・症候群の診断，情報の提供，合併症への早期の対応，成長や発達を含む長期的な健康管理や療育

相談などを，必要に応じて院内の他診療科や，県内の療育施設とも連携して行っています。また最近の遺

伝子研究の進歩により遺伝子検査が普及しつつあり，研究機関と連携して対応しています。外来は毎週木

曜日で，うち第１木曜日にカウンセリングを行っています。院内や各医療機関から紹介頂いた患者様を対

象とし，十分な時間をかけて各疾患に関する正しい情報の提供と様々な問題について相談をお受けしてい

ます。ご相談の内容や検査結果等のプライバシーについては厳重に保護しております。 
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2. 田村 彰，南 弘一，津田祐子，鈴木啓之：高度の気管狭窄を合併し，人工呼吸管理を要した Hunter

症候群の 1例．第 62回日本小児神経学会学術集会，2020.8. (Web開催) 

3. 島 友子，中西浩一，濵 武継，向山弘展，田中 侑，吉川徳茂：小児 IgA 腎症におけるプレドニ

ゾロン（PSL）＋ミゾリビン＋RA系阻害薬 3 剤治療の有用性の検討．第 63回日本腎臓学会学術総会，

2020.8. 横浜市 (Web開催) 

4. 末永智浩，土橋智弥，鈴木崇之，垣本信幸，武内 崇，鈴木啓之，渋田昌一，竹腰信人，立花伸也：

乳幼児の心臓カテーテル検査後における抑制早期解除の試み．第 123 回日本小児科学会学術集会，

2020.8. 神戸市 (web開催) 

5. 中井晶子，神崎さくら，濱 武継，南弘一，鈴木啓之，山家宏宣：先天性甲状腺機能低下症とミルク

アレルギーの経過観察中に，肛門狭窄症が判明した 1例．第 123回日本小児科学会学術集，2020.8. 神

戸市 (Web開催) 

6. 島 友子，中西浩一，田中 侑，向山弘展，森貞直哉，野津寛大，飯島一誠，吉川徳茂：OFD1 変異

を持つ男性親族の 2例．第 50回日本腎臓学会西部学術大会，2020.10. 和歌山市 (Web開催) 



7. 末永智浩，土橋智弥，鈴木崇之，垣本信幸，武内 崇，鈴木啓之，渋田昌一，村山友梨，竹腰信人，

立花伸也：川崎病亜急性期におけるマトリックスメタロプロテイナーゼ-3（MMP-3）と関節炎の関連

について． 第 40 回日本川崎病学会学術集会，2020.10. 津市 (web開催) 

8. 竹腰信人，北野尚美，武内 崇，末永智浩，垣本信幸，鈴木崇之，土橋智弥，渋田昌一，立花伸也，

鈴木 啓之：和歌山県内における川崎病の IVIG 治療抵抗性と冠動脈病変に関する検討．第 40 回日本

川崎病学会，2020.10. 津市 (Web開催) 

9. 南 弘一，津田祐子，片山僚子，谷端美枝，熊本公弥子，鈴木啓之，柳川敏彦，永井尚子，松浦英夫：

和歌山県立医科大学小児成育医療支援室 13 年間の取り組み．第 67 回日本小児保健協会学術集会，

2020.11. (Web開催) 

10. 市川貴之，辻本 弘，神波信次，鈴木啓之：縦隔腫瘍・胸膜播種・胸水貯留で発症した T-LBL治療中

の 11歳男児．第 62回日本小児血液・がん学会学術集会，2020.11. (web開催) 

11. 末永智浩，垣本信幸，土橋智弥，鈴木崇，武内 崇，鈴木啓之：乳児血管腫に対するプロプラノロー

ル療法の心機能への影響．第 56回日本小児循環器学会学術集会，2020.11. 京都市 (web開催) 

12. 竹腰信人，北野尚美，武内 崇，末永智浩，垣本信幸，鈴木崇之，土橋智弥，澁田昌一，立花伸也，

鈴木 啓之，和歌山川崎病研究会：川崎病罹患者の性別と年齢を考慮した治療反応性の検討．第 56回

小児循環器学会総会・学術集会，2020.11. 京都市 (web開催) 

13. 村山友梨，鈴木崇之，垣本信幸，末永智浩，武内 崇，鈴木啓之：自然退縮・閉鎖した 2 例を含む，

乳幼児期に発見された先天性冠動脈瘻の 4例．第 56回日本小児循環器学会総会・学術集会，2020.11. 

京都市 (web開催) 

14. 杉本卓也，津野嘉伸，赤井美津代，月野隆一：大学病院小児科遺伝外来における成人期医療を考える

合併症と他科との連携．第 43回日本小児遺伝学会・学術集会，2021.1. 長野県松本市 (web開催) 

15. 島 友子，中西浩一，濵 武継，向山弘展，佐藤 匡，田中 侑，和田卓三，貝藤裕史，野津寛大，

田中亮二郎，飯島一誠，鈴木啓之，吉川徳茂：Oxford 分類を用いた小児 IgA 腎症・紫斑病性腎炎の

臨床病理学的所見の比較．第 55回日本小児腎臓病学会，2021.1. 金沢 (Web 開催) 

16. 石河慎也，野津寛大，近藤 淳，永井貞之，青砥悠哉，榊原菜々，長野智那，堀之内智子，山村智彦，

島 友子，中西浩一，吉川徳茂，飯島一誠：小児慢性腎炎における糖鎖不全 IgA1（Gd-IgA1）免疫染

色の有用性の検討，第 55回日本小児腎臓病学会，2021.1. 金沢市 (Web開催) 

17. 永井貞之，山村智彦，近藤 淳，青砥悠哉，石河慎也，榊原菜々，長野智那，堀之内智子，忍頂寺毅

史，島 友子，中西浩一，吉川徳茂，野津寛大，飯島一誠：びまん性メサンギウム細胞増殖を呈する

特発性ネフローゼ症候群の臨床病理学的検討．第 55回日本小児腎臓病学会，2021.1. 金沢市(Web開

催)  

18. 島 友子，向山弘展，田中 侑，和田卓三，野津寛大，田中亮二郎，飯島一誠，吉川徳茂，中西浩一：

IgA 腎症 Oxford分類を用いた病理学的重症度スコアリングの開発と検証．第 44回 IgA 腎症研究会学

術集会 2021.1. 東京都 (Web開催) 

 

d）地方学会 

1. 岩本美紀，重里敏子，津田祐子，鈴木啓之：糖尿病ケトアシドーシスを契機に診断された若年自己免

疫性多内分泌症候群 3型の 1例．第 57回日本糖尿病学会近畿地方会，2020.10. (web開催) 

2. 村松明日香，芳山 恵，寺井沙織，赤井美津代：けいれんを伴ったサルモネラ菌血症の 1例．第 187

回日本小児科学会和歌山地方会，2021.2. 和歌山市 (web開催) 

3. 向井元裕，鈴木 景，篠﨑浩平，村山友梨，比嘉明日美，澁田昌一，宮脇正和，塩崎大起：顔面神経

麻痺と著明な視力低下を合併した Fisher症候群の 1例．第 187回日本小児科学会和歌山地方会，2021. 

2. 和歌山市 (web開催) 

4. 村山友梨，西川香瑠，篠﨑浩平，向井元裕，比嘉明日美，澁田昌一，宮脇正和：偏食により壊血病を

きたした小児の 1例．第 187 回日本小児科学会和歌山地方会，2021.2. 和歌山市 (web開催) 

5. 市川貴之，辻本 弘，神波信次，鈴木啓之：Gliomatosis cerebri growth pattern をとった退形成

性星細胞腫．第 43回近畿小児血液・がん学会，2021.2 (web開催) 



6. 川本大樹，土橋智弥，鈴木崇之，垣本信幸，利光充彦，津野嘉伸，島 友子，熊谷 健，鈴木啓之，

三谷泰之，吉川和朗：フィンランド型先天性ネフローゼ症候群の 1例．第 187回日本小児科学会和歌

山地方会，2021.2. 和歌山市 (web開催) 

7. 土谷充貴，井中将吾，原田知里，土橋智弥，鈴木崇之，利光充彦，垣本信幸，津野嘉伸，熊谷 健，

鈴木啓之：一過性高アンモニア(NH3)血症を呈した極低出生体重児の 1 例．第 187 回日本小児科学会

和歌山地方会，2021.2. 和歌山市 (web開催) 

8. 末永智浩，土橋智弥，鈴木崇之，垣本信幸，武内 崇，鈴木啓之，渋田昌一，村山友梨，竹腰信人，

立花伸也：乳児期に拡張型心筋症様症状を呈した長期経過観察中の 2 症例．第 35 回日本小児循環器

学会近畿・中四国地方会，2021.3. 大阪市 (web開催) 

 

その他（研究会等） 

1. 魚谷周平，佐藤 匡，吉田龍法：起立性調節障害を契機にして ASD・PTSDの合併が判明した 1例．第

321 回紀州地区小児臨床懇話会，2020.7. 御浜町 

2. 市川貴之，辻本 弘，神波信次，鈴木啓之：当科におけるヘムライブラの使用経験～安全性の観点か

ら～．和歌山血友病研究会，2020.9. 和歌山 

3. 魚谷周平，佐藤 匡，吉田龍法：採血ルーチン項目から推測した栄養失調症．第 322回紀州地区小児

臨床懇話会，2020.10. 御浜町 

4. 山家宏宣：子どもの身体の発育と病気．いわで・きのかわファミリーサポート病児預かり対応保育ス

タッフ養成講座，2020.10. 紀の川市貴志川支所，紀の川市(web開催) 

5. 山家宏宣：新型コロナウイルス感染症について．新型コロナウイルス感染症対策に係る研修会，

2020.11.那賀振興局，岩出市 (web開催) 

6. 武内 崇，土橋智弥，鈴木崇之，垣本信幸，末永智浩，竹腰信人，立花伸也，村山友梨，澁田昌一，

鈴木啓之：令和元年 10月 1日から令和 2年 9月 30日までに発症した和歌山県内及び関連病院の川崎

病アンケート調査．第 35回和歌山川崎病研究会，2020.12. 和歌山市 (web開催) 

7. 末永智浩，土橋智弥，鈴木崇之，垣本信幸，武内 崇，鈴木啓之，澁田昌一，村山友梨，竹腰信人，

立花信也：川崎病亜急性期におけるマトリックスメタロプロテイナーゼ-3（MMP-3）と関節炎の関連

について．第 35回和歌山川崎病研究会，2020.12. 和歌山市 (web開催) 

8. 竹腰信人，北野尚美，武内 崇，末永智浩，垣本信幸，鈴木崇之，土橋智弥，澁田昌一，立花伸也，

鈴木啓之，和歌山川崎病研究会：和歌山県内における川崎病の初期治療に対する抵抗性と冠動脈病変

に関する検討．第 35回和歌山川崎病研究会，2020.12. 和歌山市 (web開催) 

9. 島 友子：小児紫斑病性腎炎を考える(座長)．第 55回日本小児腎臓病学会学術集会 CPD（Continuing 

Professional Development），2021.1. 金沢市 (Web 開催) 

10. 島 友子：今後の課題と展望．第 55回日本小児腎臓病学会学術集会 CPD（Continuing Professional 

Development），2021.1. 金沢市 (Web開催) 

11. 熊谷 健， 南 佐和子：2019年和歌山県周産期調査の結果．第 54回和歌山周産期医学研究会，2021. 

2. 和歌山市 (web開催) 

12. 利光充彦，川本大樹，土橋智弥，鈴木崇之，垣本信幸，津野嘉伸，熊谷 健，鈴木啓之：先天性両側

声帯麻痺を認めた新生児の 1例．第 54回和歌山周産期医学研究会，2021. 2. 和歌山市 (web開催) 

13. 篠﨑浩平，鈴木 景，西川香瑠，村山友梨，向井元裕，比嘉明日美，澁田昌一，宮脇正和：当院で経

験した正期産児における脳室内出血の 2例．第 54回和歌山周産期医学研究会，2021. 2. 和歌山市(web

開催 

14. 川本大樹，土橋智弥，鈴木崇之，垣本信幸，利光充彦，津野嘉伸，島 友子，熊谷 健，鈴木啓之，

三谷泰之，吉川和朗：フィンランド方先天性ネフローゼ症候群の 1 例．第 54 回和歌山周産期医学研

究会，2021.2. 和歌山市 (web開催) 

15. 村山友梨，土橋智弥，鈴木崇之，垣本信幸，末永智浩，澁田昌一，武内 崇，鈴木啓之：川崎病診断

基準改訂の診断への影響についての検討．第 45回近畿川崎病研究会，2021.3. (web開催) 

16. 土橋智弥，池田和幸，泉井雅史，小林奈歩，吉村 健，北野尚美，鈴木啓之，中村好一，関係各病院



担当医師：川崎病急性期治療成績に関する後ろ向き観察研究．第 45回近畿川崎病研究会，2021.3. (web

開催) 

17. 田中 侑，島 友子，五嶋文彦，和田文彦，濵 武継，鈴木啓之：腎機能障害が遷延した溶連菌感染

後急性糸球体腎炎の 1例．第 57回近畿小児腎臓病研究会，2021.3. 枚方市 (Web開催) 

18. 鈴木啓之：今後の小児医療に求められるもの．和歌山医学 72(1):1, 2021.3. 

 

研究費交付状況 

1. 令和 2 年度科学研究費補助 基盤研究(C)課題番号：20K08189 研究課題名：川崎病原因究明への新

たなアプローチ－レンサ球菌間の遺伝子水平伝播から迫る－ 研究代表者：鈴木啓之 共同研究者：

武内 崇・土橋智弥・鈴木崇之・末永智浩・垣本信幸 

2. 令和 2年度科学研究費補助 基盤研究(C)課題番号：18K07852 研究課題名：遺伝的背景と Ca2+/NAFT

経路活性化に基づいた川崎病への新治療戦略構築の試み 研究代表者：武内 崇 共同研究者：鈴木

啓之・末永智浩・垣本信幸・鈴木崇之・土橋智弥 

3. 令和 2 年度科学研究費補助 基盤研究(C)課題番号：20K08190 研究課題名：網羅的 micro-RNA 解析

による川崎病遠隔期冠動脈病変リモデリング機序の解明 研究代表者：垣本信幸 共同研究者：鈴木

啓之・武内 崇・末永智浩・鈴木崇之・土橋智弥 

4. 令和 2年度学術研究助成基金助成金 若手研究 課題番号：18K15727 研究課題名：Steward理論に

基づく酸・塩基平衡に着目した未熟児動脈管の閉鎖機序の解明 代表研究者：利光充彦 

5. 令和 2 年度学術研究助成基金助成金 若手研究(B) 課題番号：17K16278 研究課題名：シクロスポリ

ン腎毒性を非侵襲的に評価するバイオマーカープロファイリングの構築 研究代表者：田中 侑 


